
■体温チェックフローチャート （APCC 共通基準）

37.5℃以上                      

～

38.0℃

未満の場合 

【活動前】 
国内参加者：APCC 事
務局へ相談 

ボランティア：活動停止 

【活動中】 
APCC 医療スタッフに 

よるチェック 
＊風邪症状の有無や他の自

覚症状を自己申告してもら

い総合的に判断 

参加者：30 分間の安
静 
＊出来るだけ集団と離れた

場所 

ボランティア：活動停止 

３０分後 

体温を再検 

【体温が下降傾向及び

自覚症状がない場合】 

活動再開とするが 

経過観察措置対象者  

とし、2 時間後の体温

測定及び自覚症状の有

無を医療スタッフへ申告

を義務付ける 

体温が上昇傾向 

及び 

自覚症状や 

他覚症状が 

ある場合 

引き続き体温が 

上昇しなければ、                    

活動継続 

38.0℃

以上の場合 

【活動前】 
国内参加者：活動停止 

ボランティア：活動停止 

【活動中】 
海外参加者：医療機関
へ搬送 ｏｒ 医療部屋
にて経過観察 

国内参加者：活動停止
原則帰宅 
（保護者に迎えを要請） 

ボランティア：活動停止 

原則帰宅 

（帰宅方法については、症

状により要検討）

                 体調不良者の対応
         早期に対処して悪化を防ぐ！

‣ 体調不良者をHOの医療デスクに連れてきてください。

‣ 動かせない場合は複数人で対応し、体調不良者に付き添っている人と、
医療デスクに連絡する人で連携してください。

‣ 発熱は感染症かもしれません。すぐに医療スタッフへ連絡してください。






